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７ ．５  リスク評価書 

 

組織名：

１．対象ため池

名称

２．判定表による評価

３．現地調査による整備の優先度

堤体の損傷や付帯施設の劣化状況等を現地にて確認し、整備の優先度を記入する。

４．簡易氾濫解析による評価

実施した場合は解析結果（浸水範囲）の図を添付すること。

５．その他　地域で留意すべき事項

６．危険箇所及び対策

６．１　ため池及び付帯施設

施設名 危険箇所

堤体

洪水吐

取水施設

水路

その他

６．２　下流

施設名 危険箇所

人家

道路

農地

公共施設

その他

６．３　リスクを踏まえた総合的な対策

危険理由 対策

□早急な整備が望まれる

□整備の緊急性は低い □整備の緊急性は低い

危険理由 対策

リスク評価書

豪雨

□緊急整備の優先度が高い

地震

□緊急整備の優先度が高い

□早急な整備が望まれる
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７ ．６  ため池の多面的機能チェックシート 
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７ ．７  地域資源評価書 

 

組織名：

１．対象ため池

名称

２．確認された多面的機能のうち、維持していく機能

３．今後、向上又は新たに発揮させていく多面的機能

４．２、３で評価した多面的機能を維持・向上するために実施する活動

□その他

□その他

地域資源評価書

□文化伝承

□自由記載（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□水産 □発電 □水質保全 □生態系保全

□水産 □発電 □水質保全 □生態系保全

□景観形成□洪水調整機能 □防火用水

□自由記載（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□親水空間 □レクリエーション □コミュニティ形成 □学習教育

□防火用水 □景観形成 □文化伝承

□親水空間 □レクリエーション □コミュニティ形成 □学習教育

□洪水調整機能
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７ ．８  保全管理計画書 

 

１．保全管理計画期間 ～

２．保全管理を行うため池
名称 所在地

名称 所在地

３．保全管理活動の計画

（注１）

（注２）

（注３）

①

保全管理計画書

保全管理を行うため池で、実施する保全管理活動について「活動内容」欄の□にチェックを入れるか、塗りつぶすこと。また、「実施時期」欄に実施時期を記入する。

★の活動内容については、活動を実施する対象施設がない等の理由がない限り、必ず実施すること。

この活動項目においては、必ず１項目は「活動内容」欄の□にチェックを入れるか、塗りつぶすこと。また、「実施時期」欄に実施時期を記入すること。

□地域住民に対してため池の危険箇所を周知する。 毎年　　　　回（　月、　月、　月）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

毎年　　　月　～　　　月

□洪水予想時の事前放流を実施する。

□防火用水として利用可能な体制を整備する。

□ハザードマップを活用したワークショップを実施する。 毎年　　　　回（　月、　月、　月）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

④防災活動（注3）

□防災訓練を実施する。 毎年　　　　回（　月、　月、　月）

□非かんがい期の貯水位を　　　ｍ低下させる。 毎年　　　月　～　　　月

□ため池の洪水調整容量を　　　ｍ3確保する。

□ため池を学校教育へ利用する。 毎年　月

□自然学習活動を実施する。 毎年　月

□博物館と連携して生涯学習を実施する。 毎年　月

□動植物保護のためのモニタリング調査を実施する。 毎年　　　　回（　月、　月、　月）

□在来動植物（貴重種含む）の保全活動を実施する。 毎年　　　　回（　月、　月、　月）

□築造にまつわる言い伝え等を継承する活動を実施する。 毎年　月

毎年　　　　回（　月、　月、　月）

□ため池を利用した発電を実施する。

□自然公園などへの指定に向けた活動を実施する。 毎年　月

□外来生物の駆除を実施する。 毎年　月
③多面的機能の発揮（注3）

□ため池周辺への植栽を実施する。 毎年　月

□魚類（　　　種）の放流を実施する。 毎年　月

□　　　の養殖を実施する。

□　　　の栽培を実施する。

□池干し時にため池の栄養分を海に送るための放流を実施する。

★洪水吐の清掃を実施する。 毎年　月

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

②管理（注2）

★堤体の草刈りを実施する。 毎年　　　　回（　月、　月、　月）

★巻上げ機、ゲート、斜樋への潤滑油の注油や掃除等を実施する。 毎年　　　　回（　月、　月、　月）

★承水路の清掃を実施する。 毎年　月

①点検（注2）

★満水時の堤体の孕み出しや漏水などを確認する。 毎年　　　　回（　月、　月、　月）

★巻上げ機、ゲート、斜樋の蓋等を確認する。 毎年　　　　回（　月、　月、　月）

□ため池上流の山林の状況を確認する。 毎年　月

□ため池の落水による洪水吐や斜樋、底樋等の点検を実施する。 毎年　月

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

所在地

平成　　年　　月　　日 平成　　年　　月　　日

活動項目 活動内容（注1） 実施時期（注1）

②

名称
代表者
氏名
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（別紙）
○○ため池図面

組織名：
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７ ．９  ○○保全管理組織規約（案） 
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(別紙１）

１．代表

２．役員

３．構成員
　　（１）　○○集落

①　農業者

②　農業者以外

　　（２）　○○集落
①　農業者

②　農業者以外

　　　　
　　（３）　団体

注１： 「農業者」とは、協定に位置付けられているため池の水を利用して耕作又は養畜の業務を営む農業者又は団体。

注２： 団体においては、保全管理組織の構成員となる者は代表者とする。

備考

　以下３．の構成員は、○○保全管理組織へ参加するとともに、保全管理組織の代表、役員を下記１．２．のとおり定める。

役職名 氏名

住所 備考

備考住所

役職名 氏名 住所

役職名 氏名 住所

役職名 氏名 住所

役職名 氏名 住所

住所氏名

○○保全管理組織構成員一覧

役職名 氏名

平成　年　月　日

備考

備考

団体名

備考
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(別紙２）

１．緊急時の避難場所等

Ｎｏ

２．情報連絡体制
　○○保全管理組織の管理するため池において異常事態が発生した場合の情報連絡体制は次のとおりとする。

ため池名称

1

2

水防倉庫・水防道具の保管場所

電話番号

平成　年　月　日現在

○○保全管理組織　避難場所等及び情報連絡体制

名称

電話番号

名称

緊急避難場所

　○○保全管理組織の管理するため池の緊急時における避難場所及び水防倉庫・水防道具保管場所は次のとおりとする。

異常を発見した人

○○保全管理組織

（連絡責任者）

氏名：○○ ○○
TEL:△△△△－△△－△△△△

□□町役場

□□課

（連絡責任者）

氏名：○○ ○○
TEL:△△△△－△△－△△△△

□□県□□事務所

□□課
TEL:△△△△－△△－△△△△

□□消防署
TEL:△△△△－△△－△△△△

□□警察署
TEL:△△△△－△△－△△△△

組織構成員

（個人・団体）

地域住民
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７ ．10 ため池の保全管理に関する協定書（案） 

 

  


